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論文審査要旨
 この研究は,強磁性体に静水圧を作用させた場合のキューり一温度の変化並びに強制体積磁歪
 の測定からキューーリー温度θ,分子磁場係数N,あるいは飽和磁化1,,の体積依存性を実験的に調
 べる目的でおこなったもので,その成果は次のように要約される。
 (A)高静水圧による研究
 ブリッジマン型の高静水圧発生装置を試作し,3000気圧までの加圧下で磁化一温度曲線を測
 定し,面心立方格子相のFe-Ni合金に対し,キューリー温度の圧力効果として
 儲一一3×・r3deg・Kヂ1c〆(Ni含量二3・原子百分比)
 〃一一2、7×1r3deg.K〆㎡(":32原子百分比)
 の値を得た。また,Ni含量30原子百分比の合金について,グラム当りの飽和磁化60の圧力変
 化をスモルコフスキーの理論によって求め,次の値を得た。
 ⊥.必__180.10イKジ・Gが
 鴨dp
 これと上述の圧力効果のデーターより,分子磁場係数Nの体積依存性として,次のような値を算
 出した。
1∂N
 一・一ロー16
N∂W
 (B)強制体積磁歪による研究
 ストレン・ゲ～ジ法によって,10および20原子百分比のNi含量のCo-Ni合金(六方稠密格
 子相)と30原子百分比のNi奮量のCo-N1合金(六方稠密格子相にわずかに面心立方格子相が混
 入したもの)の磁場による体積の変化率を測定した。その結果,体積変化率は他の強磁性合金'に
 比して著しぐ小さぐ1σlo(濾1より小であった。この事実は,N1およびCoのキューリー温度に対
 する圧力効果が著しぐ小さい事実と対応する。
 以上の方法澄よび結果は,,一方において強磁性の研究に新しい方法を導入したものてあるとと
 もに,新知見を加えたものと考えられる。
 よって金子武次郎の提出した論文は,理学博士の学位論文として合格と認める。
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